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快
適
で
賑
わ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

■
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

市
役
所
第
２
庁
舎
・
総
合
文
化
保
健
福
祉

施
設
が
昨
年
11
月
に
竣
工
し
、
こ
の
間
、
市

内
に
分
散
し
て
い
た
市
役
所
機
能
が
集
約
化

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
利

便
性
は
一
段
と
向
上
し
た
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
、
よ
り
一
層
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
、
親

し
ま
れ
る
市
役
所
を
目
指
し
ま
す
。
と
り
わ

け
、
高
齢
者
、
障
害
者
の
方
の
各
種
申
請
手

続
き
に
は
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
対
応
を
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
業
務

の
開
放
拡
大
や
迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
な

ど
は
、
今
後
、
組
織
機
構
の
見
直
し
も
含
め
、

総
合
的
に
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

支
所
の
活
性
化
と
有
効
活
用
は
、
昨
年
度

行
っ
た
市
民
公
聴
会
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、

総
合
的
な
利
活
用
計
画
を
定
め
る
な
か
で
、

本
年
度
よ
り
計
画
的
に
改
修
な
ど
を
進
め
ま

す
。

■
道
路

早
期
完
成
を
目
指
し
て
い
る
地
域
高
規
格

道
路｢

東
広
島
高
田
道
路(

向
原
〜
吉
田
区

間)｣

は
、
昨
年
度
よ
り
用
地
買
収
、
建
物

移
転
補
償
に
着
手
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度

も
引
き
続
き
、
県
と
一
体
と
な
っ
て
用
地
補

償
、
用
地
測
量
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

交
通
渋
滞
緩
和
の
た
め
の｢

国
道
54
号
可
部

バ
イ
パ
ス｣

や｢

主
要
地
方
道
吉
田
豊
栄
線

向
原
バ
イ
パ
ス｣

、
交
通
安
全
対
策
と
し
て

の｢

国
道
54
号
佐
々
井
工
区
、
下
根
工
区｣

や｢

主
要
地
方
道
吉
田
邑
南
線｣

の
歩
道
改

築
事
業
な
ど
も
、
取
り
組
み
の
強
化
を
図
り

ま
す
。
県
道
の
移
譲
路
線
も
、
４
路
線
の
改

良
事
業
と
20
路
線
の
維
持
補
修
な
ど
に
よ
り
、

市
内
幹
線
道
路
の
改
良
と
維
持
に
努
め
ま
す
。

■
公
共
交
通
体
系

今
後
、
少
子
高
齢
化
が
一
段
と
進
展
す
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
路
線
バ
ス
・
鉄
道
・
乗
合

タ
ク
シ
ー
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
の
地
域
公

共
交
通
網
の
整
備
を
総
合
的
、
か
つ
一
体
的

に
推
進
す
る
た
め
、
安
芸
高
田
市
公
共
交
通

協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー

に
よ
る
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
の
検
討
な
ど｢

地
域

公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
総
合
事
業｣

に
本

年
度
、
新
規
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
情
報
基
盤

２
０
１
１
年(

平
成
23
年)

７
月
よ
り
、

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
本
格
的
に
開
始
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
市
内
の
難
視
聴
地
域
を
中

心
に
可
視
エ
リ
ア
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
地
元
所
有
の
テ
レ
ビ
共
聴
施
設
の
改
修

の
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
情
報

公
開
と
市
政
参
画
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た

め
、
議
会
審
議
の
様
子
な
ど
を
画
像
と
し
て

各
家
庭
に
提
供
で
き
る
シ
ス
テ
ム
も
、
今
後

検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

災
害
時
で
の
避
難
路
の
確
保
や
避
難
場
所

は
、
常
日
頃
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
周
知

が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
本
年
度
、
市
内

58
か
所
の
避
難
場
所
す
べ
て
に
避
難
場
所
を

示
す
看
板
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
あ
わ
せ
て
地
域
で
の
防
災
意
識
の
高

揚
の
た
め
、
引
き
続
き
、
地
域
振
興
会
な
ど

と
連
携
し
て
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
防
災
図
上
訓
練
な
ど
も

実
施
し
ま
す
。
消
防
・
防
災
体
制
は
、
消
防

力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
本
年
度
、
消
防
本

部
に
化
学
消
防
ポ
ン
プ
車
を
新
規
配
備
す
る

と
と
も
に
、
老
朽
化
し
た
消
防
団
車
両
を
は

じ
め
、
防
災
行
政
無
線
や
防
火
水
槽
、
消
防

機
材
な
ど
も
計
画
的
に
整
備
や
更
新
を
し
ま

す
。

■
上
下
水
道

美
土
里
町
横
田
地
区
は
、
本
年
度
、
簡
易

水
道
創
設
認
可
に
む
け
た
認
可
設
計
業
務
な

ど
に
着
手
し
ま
す
。
下
水
道
の
整
備
区
域
外

の
地
域
は
、
浄
化
槽
整
備
事
業
に
よ
る
小
型

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
施
設
の
老
朽
化
と
処
理
能
力
に
限
界

を
き
た
し
て
い
る
、
し
尿
処
理
施
設｢
安
芸

高
田
清
流
園｣

は
、
平
成
22
年
度
ま
で
に
施

設
の
全
面
改
築
を
目
指
し
、
今
年
度
よ
り
本

格
的
な
施
設
建
設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

■
葬
斎
場

火
葬
棟
に
必
要
最
小
限
の
葬
斎
棟
を
加
え

た
も
の
と
し
、
建
設
費
を
で
き
る
だ
け
少
な

く
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
地
元
の

ご
理
解
が
得
ら
れ
ま
し
た
ら
、
環
境
調
査
、

用
地
測
量
調
査
な
ど
に
着
手
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

心
豊
か
で
創
造
性
に

富
ん
だ
ま
ち
づ
く
り

■
地
域
振
興

現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
振
興
会
で
、
多

様
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
市
民
と
行
政
と
が
お
互
い
に

汗
を
流
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
に
も
、
今
後
も
引
き
続
き
地
域
振
興

会
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

■
学
校
教
育
の
充
実

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
協
力
と
連
携
を
重

視
し
た｢

協
育｣

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、｢

新

3

安芸高田市長

浜田 一義

芸
高
田
市
が
誕
生
し
て
満
４
年
余
り

が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
４
年
間
は
、

一
つ
の
自
治
体
と
し
て
の
安
芸
高
田
市
を
築

き
上
げ
る
た
め
の
苦
難
多
き
期
間
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
児
玉
更
太
郎
初
代
市
長
を
は

じ
め
と
す
る
執
行
部
や
市
議
会
議
員
の
皆
様

方
に
は
、
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
も
の
と

存
じ
、
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
、
私
に
と
り
ま
し
て
、
こ
の
４
年
間

は
各
地
域
を
精
力
的
に
廻
る
こ
と
で
、
地
域

や
市
民
の
生
の
声
を
聞
く
大
切
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
市
民
一
人
ひ
と
り
の
声
を
お
聞

き
す
る
な
か
で
、
真
に
必
要
な
行
政
課
題
に

つ
い
て
、
認
識
で
き
た
貴
重
な
時
間
で
も
あ

り
ま
し
た
。
今
後
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

声
が
行
政
に
響
く
よ
う
、
皆
さ
ん
と
と
も
に

汗
を
流
し
な
が
ら
市
の
発
展
の
た
め
、
一
歩

一
歩
着
実
に
市
政
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ご
承
知
の
と
お
り
、
国

の
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
交
付
税
や
各
種
補

助
金
削
減
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
は
か
つ
て

な
い
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
本
市
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
地
方
交
付
税
を
含
め
た

税
源
の
地
域
間
格
差
に
対
し
て
、
そ
の
是
正

を
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
直
ち
に

国
や
県
か
ら
の
抜
本
的
な
財
源
手
当
て
を
見

込
む
こ
と
は
厳
し
い
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
現
在
、
進
め
て
お
り
ま

す
行
財
政
改
革
を
更
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

合
併
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し

た
経
費
削
減
を
推
し
進
め
、
新
た
な
財
源
の

確
保
に
努
め
、
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
効
果
を
直
接

市
民
の
皆
さ
ん
に
還
元
で
き
る
よ
う
、
最
大

限
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
一
方
、
過
度
に
国

や
県
に
頼
り
す
ぎ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
現

在
の
事
務
事
業
や
補
助
金
の
見
直
し
を
進
め

る
と
と
も
に
、
真
に
必
要
な
市
民
サ
ー
ビ
ス

に
資
源
を
集
中
し
、
大
き
な
負
の
遺
産
と
な

る
借
入
金
を
将
来
の
子
ど
も
達
に
背
負
わ
せ

な
い
た
め
に
も
、
足
元
を
見
据
え
、
将
来
に

亘
っ
て
の
健
全
な
行
財
政
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

さ
て
、
本
市
の
現
状
を
見
て
み
ま
す
と
、

若
者
の
占
め
る
割
合
が
減
少
し
、
高
齢
者
を

支
え
る
者
が
不
足
す
る
な
ど
、
人
口
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
て
地
域
そ
の
も
の
の
崩
壊
が
起
ろ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
対
策
は

早
急
に
講
じ
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
一
番
力

を
傾
注
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
予
算
は
、
就
任
直
後
の
充

分
な
準
備
期
間
の
な
い
状
況
の
も
と
で
の
編

成
で
あ
り
、
私
の
政
策
目
標
に
向
け
て
の
施

策
の
反
映
は
不
十
分
で
あ
り
ま
す
が
、
施
策

一
つ
ひ
と
つ
に
つ
い
て
、
課
題
ご
と
に
効
果

を
含
め
た
見
直
し
を
各
部
署
に
既
に
指
示
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
精
査
が

終
わ
り
次
第
、
更
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
の
た
め
に
、
計
画
的
に
補
正
予
算
等
で
対

処
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
後
は
、
大
き
な
時
代
潮
流
の
荒
波
の
中
、

急
激
な
社
会
の
成
熟
化
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
、
分
権
改
革
に
対
応
で
き
る
行
政
運
営

が
重
要
と
考
え
ま
す
。
現
在
の
自
治
体
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
本
市
の
将
来
像
で
も
あ
り
ま
す

｢

人

輝
く
・
安
芸
高
田｣

を
目
標
に
、
夢

と
希
望
の
持
て
る｢

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り｣

の
構
築
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

2

�
平
成
20
年
度
施
政
方
針

平
成
20
年
第
２
回
安
芸
高
田
市
議
会
定
例
会
で

浜
田
市
長
が
発
表
し
た
本
年
度
の｢

施
政
方
針｣

。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
や
、
主
な
事
業
、
平

成
20
年
度
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

夢と希望のもてるまちづくり

－Administrative policy－

�������������



れ
て
い
る
家
族
を
支
援
す
る
た
め
、
一
時
的

で
は
あ
り
ま
す
が
介
護
か
ら
解
放
さ
れ
る
仕

組
み
と
し
て｢

家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

事
業｣

を
新
設
し
ま
す
。

■
子
育
て
環
境
の
充
実

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
に
開
設
し
て
お

り
ま
す｢

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー｣

を
拠
点

と
し
て
、
家
庭
児
童
相
談
員
に
よ
る
子
育
て

総
合
相
談
な
ど
に
よ
る
助
言
・
指
導
を
通
じ
、

児
童
虐
待
、
家
庭
内
暴
力
の
予
防
、
早
期
発

見
と
対
応
に
努
め
ま
す
。

■
幼
児
保
育

少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
対
策
の
一
環

と
し
て
、
低
年
齢
児
保
育
や
延
長
保
育
な
ど

の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
必
要
時
に
子
ど
も
を
一
時
的
に
預
け
る

こ
と
の
で
き
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

の
充
実
を
図
り
、
保
護
者
の
育
児
支
援
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
費
用
の
軽
減
な
ど

子
育
て
が
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
は
、
今
後
、

検
討
を
行
い
ま
す
。

■
放
課
後
児
童
対
策

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
子
ど
も
教
室
の
運

営
を
、
引
き
続
き
支
援
す
る
と
と
も
に
、
利

用
児
童
の
増
加
で
対
応
し
き
れ
な
く
な
っ
た
、

吉
田
小
学
校
の
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
既
存
の
空

き
教
室
を
改
修
し
対
応
し
ま
す
。

多
彩
な
生
産
と

交
流
の
ま
ち
づ
く
り

■
農
林
水
産
業
の
振
興

近
年
、
国
や
県
の
農
業
政
策
の
転
換
や
産

地
間
競
争
の
激
化
、
従
事
者
の
高
齢
化
、
後

継
者
不
足
な
ど
、
本
市
の
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
誠
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
集
落
営
農
の
確
立

に
む
け
地
域
リ
ー
ダ
ー
や
担
い
手
の
育
成
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
集
落
で
の
話
し
合
い

活
動
を
推
進
し
、
農
業
機
械
の
共
同
利
用
な

ど
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
集
落
型
農
業
生

産
法
人
の
設
立
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
既

存
の
法
人
や
認
定
農
業
者
な
ど
の
経
営
安
定

も
支
援
し
ま
す
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
は
、
集
落

単
位
や
個
別
単
位
の
協
定
に
よ
り
、
農
地
の

荒
廃
防
止
や
農
地
保
全
を
地
域
実
態
に
即
し

た
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

制
度
を
よ
り
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
今
後
も
引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
に
新
設
さ
れ
た｢

農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業｣

は
、
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
で
対
応
で
き
な
い

地
域
を
本
事
業
の
対
象
と
し
、
農
地
、
農
業

用
施
設
な
ど
の
農
村
環
境
の
保
全
活
動
へ
の

取
り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
こ
れ
ら
の
諸
制
度
を
活
用
し
な
が

ら
本
市
独
自
の
施
策
を
、
広
島
北
部
農
協
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

特
色
あ
る
農
産
物
の
生
産
は
、
ブ
ラ
ン
ド

米
戦
略
展
開
事
業
と
し
て
、
売
れ
る
米
づ
く

り
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
徹
底
し
た

地
産
地
消
を
推
進
す
る
た
め
、
野
菜
の
長
期

保
管
施
設
を
整
備
し
、
安
芸
高
田
ア
グ
リ
フ
ー

ズ
や
市
内
の
産
直
市
な
ど
へ
の
生
産
出
荷
体

制
の
拡
大
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
更
な
る

販
路
の
拡
大
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

畜
産
の
振
興
は
、
和
牛
産
地
規
模
拡
大
推

進
事
業
や
乳
用
牛
群
の
改
良
推
進
事
業
な
ど

の
支
援
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

農
業
の
生
産
基
盤
整
備
は
、
現
在
継
続
中

の
県
営
農
道
整
備
事
業
の
中
馬
地
区
、
川
根

地
区
、
圃
場
整
備
事
業
の
小
原
地
区
の
早
期

完
成
を
目
指
し
ま
す
。
新
規
採
択
の
団
体
営

深
瀬
地
区
は
、
本
年
度
よ
り
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
市
内
土
地
改
良
区
の
健
全
運
営
と
事

務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
会
計
処
理
シ
ス

テ
ム
を
は
じ
め
事
務
の
統
合
を
図
り
ま
す
。

林
業
振
興
対
策
と
し
て
の
分
収
造
林
、
流

域
公
益
保
全
林
と
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援

事
業
は
、
林
家
や
高
田
郡
森
林
組
合
と
連
携

し
、
計
画
的
な
整
備
に
努
め
ま
す
。
な
お
、

昨
年
度
に
創
設
さ
れ
た｢

ひ
ろ
し
ま
の
森
づ

く
り
県
民
税｣
を
原
資
と
す
る
里
山
林
整
備

や
、
県
土
の
保
全
た
め
の
環
境
貢
献
林
整
備

事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

水
産
業
は
、
漁
業
協
同
組
合
な
ど
と
連
携

し
て
、
水
産
資
源
の
維
持
増
大
や
水
辺
環
境

の
保
全
を
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
商
工
業
の
振
興

ま
ず
、｢

近
く
に
働
く
場｣

を
確
保
す
る

こ
と
が
若
者
定
住
や
農
業
後
継
者
を
守
っ
て

い
く
う
え
で
も
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
は
不
可
欠
な
要
素
で

す
。
今
後
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
積
極

的
に
企
業
誘
致
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
な
ど
か
ら
の
要
望
が
強
い
福
祉
支
援

型
の
買
物
需
要
に
応
え
る
た
め
の
検
討
も
今

後
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
観
光
・
交
流

新
た
な
観
光
振
興
方
策
を
模
索
す
る
た
め
、

広
島
大
学
と
連
携
し
、
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
し
ま
す
。
と
り
わ
け
、
過
疎
化
が
一

段
と
進
行
す
る
中
で
、
定
住
人
口
の
増
加
対

策
を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
二
地

域
居
住
対
策
や
男
女
交
流
の
場
の
創
造
な
ど
、

都
市
と
の
交
流
拡
大
を
図
り
ま
す
。
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の
年
次
実
施
計
画
と
し
て
の

｢
安
芸
高
田
か
が
や
き
プ
ラ
ン｣

を
策
定
し
、

学
校
教
育
、
生
涯
学
習
の
充
実
と
推
進
に
努

め
ま
す
。

学
校
教
育
で
は
、
今
後
一
層
、
国
際
理
解

教
育
と
外
国
語
教
育
が
重
要
視
さ
れ
る
中
、

保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
校
時
代
か
ら
国
際

理
解
を
深
め
、
と
り
わ
け
英
語
に
慣
れ
親
し

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
本
年
度
は
英
語
指

導
助
手
を
５
名
配
置
し
、
国
際
化
時
代
に
対

応
し
た
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

学
校
教
育
の
重
要
な
柱
の
一
つ
に
し
て
い

る｢

確
か
な
学
力
の
充
実｣

で
は
、
今
年
度

は
モ
デ
ル
的
に
、
小
学
校
の
３･

４
年
生
を

対
象
に
、
３
校
に
そ
れ
ぞ
れ
１
名
の｢

学
習

補
助
員｣

を
配
置
し
、
個
に
応
じ
た
き
め
細

か
な
指
導
支
援
や
補
充
的
な
指
導
、
家
庭
学

習
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
都
市
化
、
核
家
族
化
、
地
域
の
地

縁
的
な
つ
な
が
り
の
希
薄
化
に
よ
り
、
家
庭

の
教
育
力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
る
中
、
市
内

の
小
学
校
３
校
を
モ
デ
ル
と
し
て｢

家
庭
教

育
支
援
員｣

を
配
置
し
、
先
に
説
明
を
し
ま

し
た｢

学
習
補
助
員｣

と
の
一
体
的
な
連
携

に
よ
っ
て
、
き
め
細
や
か
に
家
庭
教
育
や
児

童
へ
の
支
援
を
行
い
、
学
校
教
育
へ
の
支
援

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
小
中
学
校
の

校
舎
は
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
耐
震
危
険

度
の
高
い
校
舎
は
、
早
急
に
耐
震
改
修
の
取

り
組
み
が
で
き
る
よ
う
調
査
や
設
計
な
ど
を

進
め
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
、
市
内
の
小
学
校
全
校

(

13
校)

に
自
動
体
外
式
除
細
動
器(

Ａ
Ｅ

Ｄ)

を
設
置
し
ま
す
。

■
生
涯
学
習

｢

安
芸
高
田
少
年
自
然
の
家｣

が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
初
め
て
１
年
間
の
直
営

運
営
に
な
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
県
教
委
と

連
携
し
、｢

意
欲
を
は
ぐ
く
む
自
然
体
験
事

業｣

を
実
施
す
る
な
ど
、
県
内
外
の
青
少
年

活
動
や
企
業
研
修
の
利
用
に
も
門
戸
を
広
げ
、

青
少
年
の
教
育
・
健
全
育
成
、
ス
ポ
ー
ツ
交

流
、
地
域
の
振
興
な
ど
の
事
業
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
効
率
的
な
管
理
運
営
に
努
め
ま

す
。

■
文
化
の
振
興

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
の
完
成
を
機
会
に
、

今
後
は
、
市
内
の
図
書
館
や
文
化
ホ
ー
ル
を

一
体
的
、
か
つ
効
率
的
に
管
理
運
営
し
ま
す
。

な
お
、
図
書
館
で
は
図
書
検
索
シ
ス
テ
ム
の

老
朽
化
が
進
み
、
運
用
に
不
都
合
が
発
生
す

る
な
ど
更
新
時
期
が
到
来
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
事
務
の

効
率
化
と
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

ま
た
、
本
市
に
は
、
神
楽
を
は
じ
め
と
す

る
数
多
く
の
伝
統
芸
能
が
あ
り
、
様
々
な
団

体
や
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
市
内
の
ホ
ー
ル
や
生
涯
学
習
施

設
と
連
携
し
、
伝
統
芸
能
の
発
表
や
優
れ
た

芸
術
文
化
に
触
れ
あ
う
機
会
の
提
供
に
努
め
、

市
民
の
文
化
活
動
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
吉
田
歴
史
民
俗
資
料
館
の
分
館
で

あ
る
甲
田
郷
土
館
な
ど
の
老
朽
化
が
激
し
い

こ
と
か
ら
、
市
内
に
分
散
し
収
蔵
し
て
お
り

ま
す
歴
史
民
俗
資
料
を
再
度
調
査
し
、
次
年

度
以
降
、
郷
土
の
歴
史
民
俗
学
習
の
貴
重
な

資
料
の
保
存
と
活
用
に
努
め
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
の
充
実
、
更
に
は
体
育
施
設
の
改
修
や

管
理
運
営
の
外
部
委
託
な
ど
、
今
後
の
基
本

計
画
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
一
人
ひ

と
り
の
ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
体
力

づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
の
活
動
を
推
進
す
る

た
め
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育

成
支
援
や
、
サ
ッ
カ
ー
、
カ
ヌ
ー
、
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
特
色
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
支
援
と
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努

め
ま
す
。

ま
た
、
次
年
度
以
降
、
計
画
的
に
生
涯
学

習
施
設
へ
自
動
体
外
式
除
細
動
器(

Ａ
Ｅ
Ｄ)

の
配
備
を
進
め
ま
す
。

人
と
環
境
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

■
保
健
・
医
療

後
期
高
齢
者(

長
寿)

医
療
制
度
の
創
設
や

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
義
務
化
な
ど
、

保
健
・
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
今
後
、

国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
正
確
な
情
報
を
お
伝
え
し
、
信
頼
感
の

あ
る
保
健
医
療
施
策
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
高
齢
化
が
一
段
と
進
展
す

る
な
か
で
疾
病
構
造
も
変
化
し
、
中
年
期
以

降
の
世
代
を
中
心
に
、
肥
満
に
起
因
す
る
生

活
習
慣
病
の
発
症
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
本
市
の
健
康
づ
く
り
の
指
針
で
あ

り
ま
す｢

健
康
あ
き
た
か
た
21｣

計
画
を
、

今
後
、
よ
り
一
層
強
力
に
推
進
し
、
市
民
の

健
康
づ
く
り
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
総
合
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診

を
促
進
し
、
市
民
の
健
康
管
理
の
増
進
に
努

め
ま
す
。
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
の
妊

婦
一
般
健
診
の
公
費
助
成
も
継
続
し
て
支
援

し
ま
す
。

■
地
域
医
療
体
制
の
整
備

安
芸
高
田
市
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
並
び

に
地
域
中
核
病
院
で
あ
り
ま
す
Ｊ
Ａ
吉
田
総

合
病
院
と
相
互
連
携
を
図
り
、
救
急
医
療
や

安
心
で
質
の
高
い
地
域
医
療
提
供
体
制
の
確

立
を
目
指
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
医
師
不
足

解
消
に
つ
い
て
も
、
広
島
県
や
関
係
機
関
と

連
携
し
、
対
応
し
ま
す
。

■
障
害
者
福
祉
の
推
進

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
い
た
福
祉
施

策
を
基
本
と
し
て
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会

参
加
の
実
現
を
目
指
し
、
必
要
な
生
活
支
援
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
障

害
者
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
対
応
で
き
る
よ
う

障
害
者
福
祉
相
談
員
を
本
年
度
新
た
に
設
置

す
る
と
と
も
に
、
障
害
者
福
祉
計
画
の
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

■
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
お
年
寄
り
が
気

軽
に
参
加
で
き
る｢

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン｣

な

ど
の
生
き
が
い
対
策
事
業
の
充
実
を
図
り
な

が
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
児
童
委
員

協
議
会
、
地
域
振
興
会
な
ど
と
連
携
し
支
援

し
ま
す
。

と
り
わ
け
、
要
介
護
者
を
抱
え
、
苦
労
さ

4
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特
別
会
計
の
減
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老
人

保
健
制
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移

行
に
伴
う
老
人
保
健
特
別
会
計
の
大
幅
な
事

業
費
縮
減
が
主
な
要
因
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
道
事
業
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、

甲
立
浄
水
場
移
転
事
業
の
事
業
量
の
増
加
が

主
な
要
因
と
考
え
て
い
ま
す
。

合
併
特
例
加
算
措
置
終
了
後
の
普
通
交
付

税
の
推
移
を
考
え
ま
す
と
、
非
常
に
厳
し
い

状
況
が
見
込
ま
れ
、
と
り
わ
け
、
平
成
22
年

度
に
借
入
地
方
債
が
償
還
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
財
政
状
況
が
最
も
厳
し
い
今

後
の
５
年
間
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、
更
に

行
財
政
改
革
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
公

共
施
設
な
ど
の
統
廃
合
な
ど
も
視
野
に
入
れ

た
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

平
成
20
年
度

会
計
別
予
算

会 計 名 予 算 額
一 般 会 計 189億8,000万円
特 別 会 計 112億282万4千円
合 計 301億8,282万4千円

(特別会計内訳)
国民健康保険特別会計 41億7,173万9千円
老人保健特別会計 5億1,996万5千円
後期高齢者医療特別会計(新設会計) 4億3,226万3千円
介護保険特別会計 35億8,959万5千円
介護サービス特別会計 4,147万8千円
公共下水道事業特別会計 3億7,397万1千円
特定環境保全公共下水道事業特別会計 8億2,741万2千円
農業集落排水事業特別会計 4億2,233万2千円
浄化槽整備事業特別会計 2億4,934万7千円
コミュニティ・プラント整備事業特別会計 867万1千円
簡易水道事業特別会計 5億5,544万7千円
飲料水供給事業特別会計 1,060万4千円

企業会計

水 道 事 業 会 計 7億4,280万1千円

●予算を市民一人当たりにすると 580,548円 (１円未満切捨て)
平成20年６月１日 人口32,693人で算出

福福祉祉ののたためめにに

114433,,111177円円………

教教育育ののたためめにに

4433,,001133円円………

消消防防にに

2200,,113322円円………

議議会会のの運運営営にに

66,,334466円円…………

災災害害復復旧旧にに

556699円円……………

そそのの他他

44,,006644円円…………

借借金金のの返返済済にに

113333,,224444円円………

一一般般的的なな行行政政

運運営営にに

8833,,221188円円………

衛衛生生ののたためめにに

5599,,228866円円………

道道路路やや河河川川のの

整整備備・・維維持持にに

4444,,553344円円………

農農林林水水産産のの振振興興にに

4433,,002255円円………

夢と希望の
もてるまちづくり
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予
算
編
成
の
基
本
方
針

平
成
20
年
度
の
各
会
計
の
予
算
は
、
す
で

に
３
月
に
行
わ
れ
た
平
成
20
年
第
１
回
定
例

会
で
、
３
か
月
間
の
暫
定
予
算
と
し
て
編
成
・

議
決
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
は
留
保
さ

れ
て
い
ま
し
た
投
資
的
事
業
や
そ
の
他
の
政

策
的
経
費
で
、
新
年
度
の
早
い
時
期
に
議
決

を
得
る
必
要
の
あ
る
も
の
を
中
心
に
本
予
算

を
編
成
し
ま
し
た
。

そ
の
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
極
め
て

厳
し
い
財
政
状
況
を
十
分
勘
案
し
、
特
に
、

防
災
や
安
全
上
緊
急
を
要
す
る
事
業
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
生
活
に
直
結
す
る
基
盤
整
備
事

業
、
少
子
化
対
策
、
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど

に
対
す
る
事
業
、
定
住
対
策
な
ど
を
重
点
に
、

｢

財
政
健
全
化
計
画｣

に
掲
げ
る
今
後
の
財
政

収
支
見
通
し
を
踏
ま
え
、
真
に
必
要
な
事
業

に
つ
い
て
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
20
年
度
予
算
規
模
は
、

一
般
会
計
１
８
９
億
８
、
０
０
０
万
円(

対

前
年
度
比
５
・
０
％
減)

、
12
の
特
別
会
計

は
合
計
１
１
２
億
２
８
２
万
４
千
円

(

対
前

年
度
比
28
・
１
％
の
減)

、
地
方
公
営
企
業

法
適
用
の
水
道
事
業
会
計
は
、
７
億
４
、
２

８
０
万
１
千
円(

対
前
年
度
比
23
・
４
％
増)

と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
減
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
２

庁
舎
・
総
合
文
化
保
健
福
祉
施
設
整
備
事
業

と
少
年
自
然
の
家
整
備
事
業
の
終
了
、
ま
た
、

災
害
復
旧
事
業
費
の
減
少
が
主
な
要
因
と
考

え
て
い
ま
す
。

平成20年度予算

－Budget－

平成20年度の一般会計予算は､ 189億8,000万円で､ 前年
度予算と比べてみると９億9,000万円の減額となりました｡
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参加と協働による
まちづくりの推進
継続 まちづくり委員会の運営や市

民フォーラムの開催
256万1千円

まちづくり委員会､ 小委員会の開催｡ 市民
フォーラム､ まちづくり講座の開催

重点 地域振興組織の支援
4,200万円

市内32地域振興組織に助成

新規 まちづくりコミュニティ助成
事業

1,180万円
宝くじ助成金を財源として､ 市内５地域の
振興会に事業助成

子どもや女性が生き生きと
活動する環境づくり
重点 青少年育成のために

110万円
青少年指導者研修会の開催､ 青少年育成安
芸高田市民会議活動助成事業

重点 男女共同参画推進のために
45万円

男女共同参画研修講座などの開催

生涯学習社会の形成・
学校教育の充実
新規 学校給食調理場再編のための

調査
180万円

学校給食調理場再編のための整備基本計画
の策定

重点 適応指導教室の運営
859万6千円

市内の不登校児童や生徒の学校復帰を支援

重点 国際理解教育の推進
2,305万4千円

外国語指導助手の学校派遣など

重点 特色ある学校づくりに
659万9千円

学校の創意工夫による特色ある教育活動を
支援

新規 家庭教育支援員の配置
413万4千円

市内13小学校を３グループに分け､ ３つの
拠点校に家庭教育支援員を配置し､ 児童､
保護者､ 学校への支援を行う｡

新規 学習補助員の配置
373万8千円

児童の学力を高めるため､ 学習支援､ 放課
後学習をサポートする学習補助員を試行的
に３校に配置

継続 障害のある児童生徒の指導体
制の充実

2,175万3千円
障害のある児童や生徒の教育的ニーズに応
える指導体制の充実

重点 学力の向上のために
476万7千円

学力検査実施､ 複式学級への非常勤講師配
置など

継続 経済的に就学が困難な児童へ
の援助

1,567万3千円
経済的な理由などにより就学が困難な児童
生徒への援助

新規 小・中学校にパソコンを配置
790万5千円

小学校・中学校教育教職用パソコンの配置｡
小学校179台､ 中学校103台をリース

新規 小学校にＡＥＤを設置
132万7千円

市内の各小学校にＡＥＤ (自動体外式除細
動器) を13台設置

新規 小・中学校にインターホンを
設置

1,100万円
安全対策として小中学校にインターホンを
設置

新規 小・中学校施設の耐震化改修
に向けた調査

280万円
小中学校施設の耐震化改修に向けた事前調
査

新規 少年自然の家を活用した自然
体験の推進

105万8千円
少年自然の家を活用した､ 意欲を育む自然
体験の推進

継続 少年自然の家の管理運営
2,306万円

集団宿泊体験､ 野外体験活動施設として開
放

継続 放課後子ども教室の開設
225万円

新規 図書館ネットワークシステム
の更新

1,063万5千円
市内６図書館の図書館運営システムや､ 図
書館データベースサービスシステムの更新

文化・スポーツ・
レクリエーションの振興
継続 文化芸術の振興や歴史資料の

保存
2,490万3千円

文化芸術事業の実施と支援､ 歴史資料など
の保存活用

継続 文化財の保護や伝統芸能保存
団体の助成

696万9千円
指定文化財の保護や､ 伝統芸能保存伝承団
体への助成

新規 市が所有している民俗資料の
調査

152万4千円
市が所有している民具などの調査やリスト
作成

拡充 総合型スポーツクラブの育成
のために

736万4千円
総合型スポーツクラブ育成の助成

新規 日独スポーツ少年団の交流に
50万円

ドイツからの訪問団とのスポーツ交流

……………………

……………………

……………………

………………………

…………………………

………………………

……………………

…………………

……………………

……………………

……………………

…………………

……………………

…………………

……………………

……………………

……………………

………………………

……………………

……………………

………………………

…………………

…………………

……………………

……………………

……………………

…………………………
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個性あるまちづくりの推進
新規 支所庁舎改修のために

1,500万円
支所庁舎を有効活用するための施設の改修
(１支所)

重点 支所庁舎利活用検討のために
150万円

各支所を地域の拠点施設として活用するた
め改修計画の策定

新規 たかみや湯の森のリニューア
ル

1億2,600万円
たかみや湯の森施設改修事業

定住と交流の
ネットワークづくり
新規 地域公共交通の活性化のため

に
45万9千円

安芸高田市公共交通協議会への負担金

継続 道路の整備や維持補修
4億592万円

地方特定道路整備事業として継続４路線を
整備｡ 国庫補助事業として継続３路線を整
備｡ 県道改良５路線､ 道路維持20路線と県
営事業への負担金

新規 橋梁長寿命化計画の調査
500万円

橋梁長寿命化を図るための市道橋梁の調査

重点 地域高規格道路対策費
45万円

地域高規格道路 東広島高田道路事業推進
費

新規 地上波デジタル放送共聴施設
整備の助成や可視エリア調査

4,636万3千円
地上波デジタル放送共聴施設整備と整備助
成｡ 市所有施設改修工事３施設､ 地元所有
22施設整備助成｡ 地上波デジタル放送の可
視エリア調査事業

重点 生活バス路線の維持や予約乗
合タクシーの運営

9,936万8千円
備北交通・広島電鉄・北広島町への生活バ
ス路線維持負担金｡ バス路線から離れた地
域の予約制乗合タクシー事業委託

継続 広域ネットワーク維持管理
1,897万7千円

安芸たかた広域ネットワークの維持管理

継続 無線アクセス施設管理運営の
ために

376万円
インターネットの無線アクセス施設管理運
営事業

安全で快適な生活環境の創造
継続 広報やホームページ

597万1千円
広報あきたかたの印刷､ ホームページ管理

継続 交通安全､ 防犯対策､ 消防施
設のために

5,580万9千円
交通安全施設の設置工事｡ 防犯灯の設置助
成､ 安全推進大会の開催など｡ 耐震性貯水
槽の整備 (市内６か所)､ 消火栓の設置

新規 防災図上訓練の実施
40万円

防災対策として図上訓練の実施や､ 災害に
備えた避難訓練と地域の特性の把握

新規 避難場所看板の設置
58万円

災害時の避難場所の看板設置(市内58か所)､
避難場所避難路の安全確認の実施

拡充 自主防災組織の設立促進
280万円

地域内での自主防災組織育成補助

継続 消防北部分駐所の運営や可搬
ポンプなどの整備

1,819万5千円
救急業務充実強化のため北部分駐所の救急
補助員の配置｡ 消防団配置の可搬ポンプ積
載車の整備

新規 消防ポンプ車の整備
1,858万5千円

消防団配置の消防ポンプ車の整備

新規 化学消防ポンプ車の整備
5,007万7千円

消防本部配置の化学消防ポンプ車の整備

新規 防災行政無線の改修のために
545万円

移動系防災行政無線中継局の更新整備､ 防
災無線機の整備

重点 若者定住住宅の建設
6,382万3千円

若者定住の賃貸住宅を３棟３戸建設

新規 若者定住集会所の建設
1,512万3千円

若者定住賃貸住宅の建設に伴う､ 地域との
交流を図る集会所の整備

新規 若者定住団地の造成
2,920万4千円

若者定住促進のための土地貸付型団地造成

新規 市営住宅に火災報知器を設置
234万6千円

平成22年度までに市営住宅に火災報知器を
設置

重点 し尿処理施設の整備
3億5,762万1千円

平成22年度までに循環型社会形成推進地域
計画に基づく､ 汚泥再生処理センター整備

継続 下水道の整備
6億1,785万円

小型合併浄化槽設置に対する助成事業､ 吉
田処理区公共下水道事業､ 八千代・甲田・
向原処理区の特別環境保全公共下水道事業

継続 浄化槽施設の整備
9,534万5千円

市内に90基の浄化槽を整備

継続 上水関係の整備
5億1,437万1千円

八千代・甲田地区の簡易水道整備事業､ 甲
立浄水場移転改修事業など

新規 簡易水道の整備
2,502万9千円

美土里町横田地区簡易水道創設の認可設計
業務､ 基本計画策定業務

重点 葬斎場施設の整備
3,590万円

葬斎場建設予定地の用地測量などの実施

……………………
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………………………
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………………………

……………………

…………………

…………………………
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………………………
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…………………
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産業の振興
継続 農村整備の事業

1億3,821万9千円
県営事業の推進､ 土地改良区の健全運営と単
市補助事業

新規 土地改良区統合に向けての電算
システム統合

260万円
土地改良区統合に向けての電算システムの統
合経費

新規 河川工作物応急対策事業
6,170万円

高宮町上宮迫おん地可動堰改修事業

新規 揚水機の改修のために
1,034万円

吉田町国司揚水機改修事業

継続 小規模農業基盤整備事業
3,280万円

かんがい排水､ 老朽ため池､ 農道改良及び舗
装工事

継続 ほ場整備事業
4,784万6千円

ほ場整備事業(深瀬地区)と新規採択要望計画
書作成

継続 有害鳥獣対策のために
1,471万7千円

有害鳥獣捕獲等に係る委託経費

継続 森林や林道の整備
1億3,070万6千円

森林整備地域活動への支援や､ 公的分収造林
の整備､ 民有林に対する森林総合整備､ 林道
作業道の整備､ 林地の崩壊防止工事､ 復旧工
事など

重点 ひろしまの森づくり事業
3,891万7千円

環境貢献林整備事業や､ 里山林整備事業を実
施

継続 中山間地域等直接支払の事業
3億641万4千円

中山間地域の農地保全や集落営農推進のため
の支援

継続 農地・水・環境保全向上対策事
業

689万7千円
中山間地域等直接支払対象外の農地保全と集
落営農推進支援

新規 認定農業者への支援
300万円

担い手育成のため､ 農業制度資金借入額の10
%を助成

継続 集落営農の体制づくりに
2,500万円

集落営農組織の設立と共同利用機械などの導
入経費助成｡ 新規集落型農業生産法人を設立
した場合に助成

新規 高生産性農業集積促進事業
1,551万8千円

経営体育成基盤整備事業実施地区に､ 事業費
の２%の促進費を交付

新規 農地保有合理化事業
214万2千円

農地保有合理化に伴う専門員の配置､ 農地保
有合理化事業の実施､ 農作業の受委託事業の
実施

新規 ブランド米の戦略展開
300万円

安芸高田市産米のＰＢ米化 (プライベートブ
ランド米)､ 売れる米づくりの推進

新規 ブロッコリーの１億円産地化に
向けて

100万円
ブロッコリー生産拡大にむけての苗代助成や､
新野菜品目の苗代購入助成

新規 飼料用米の栽培試験
17万2千円

飼料用米の栽培実験を行い､ 栽培管理技術の
実証を行う

重点 市内生産の堆肥購入助成
270万円

新規 野菜保冷庫の整備
600万円

アグリフーズ供給用野菜の長期保管のための
施設整備

交流ネットワークづくり
新規 ブラジル日本人移民 100 周年記

念神楽団派遣事業
120万円

ブラジル日本人移民100周年を記念し､ 市内
の神楽団を派遣

継続 地域イベントへの支援
711万円

旧町単位の各地域の祭りに対する助成事業

重点 観光振興ビジョン策定のために
270万円

観光振興ビジョンの策定や､ 観光振興ビジョ
ン検証研究
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新規 遊休資産評価事業

100万円
遊休土地の処分に伴う鑑定評
価

新規 公益法人統合事業
63万円

市内の第３セクター財団法人
２法人の統合計画の策定

継続 人事評価システム
の導入

130万円
人事評価システム導入にあた
り職員研修を実施

重点 行政評価制度構築
事業

315万円
行政評価システムの本格導入
に伴う構築経費

継続 地籍調査の実施
1,282万1千円

地籍調査費､ 法務局地図修正
業務など

継続 外郭団体支援事業
9,969万1千円

指定管理者制度による施設の
管理委託経費

継続 固定資産税の評価
の適正化に向けて

3,345万5千円
固定資産税の課税統一化に伴
う経費

継続 水道事業の経営構
想策定のために

235万8千円
上水道・簡易水道事業の経営
構想策定などの補助金

新規 簡易水道法摘化と
資産評価

500万円
簡易水道事業の地方公営企業
法の適用化に向けた資産評価
などの実施

新規 文化財の発掘調査
876万2千円

県営治山事業に伴う文化財発
掘調査 (郡山地区､ 烏帽子地
区)
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������夢と希望の
もてるまちづくり
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人権が大切にされる
地域社会の創造
継続 人権啓発事業の推進や人権会

館の運営
8,303万円

講演会や研修会などの開催｡ 市内５か所の
人権会館管理運営経費

継続 消費者行政の推進
69万3千円

相談員設置 (週１日)､ 消費生活出前講座
の実施

保健・医療の充実
継続 医療費負担への支援

1億9,738万5千円
重度心身障害者､ ひとり親家庭､ 乳幼児の
医療費負担に対する助成

継続 地域医療ニーズに対応するた
めに

6,863万円
住民の地域医療ニーズに対応するための事
業実施

重点 健康づくりの啓発や支援
1億2,178万1千円

住民の主体的な健康づくりへの啓発や支援

新規 中央保健センターの管理委託
664万6千円

中央保健センター施設管理業務委託費

新規 後期高齢者医療制度の創設
4億5,191万7千円

75歳以上を被保険者とする医療制度の創設､
後期高齢者医療広域連合への療養給付費や
事務費負担金､ 健康診断業務委託など

新規 後期高齢者医療広域連合への
保険料納付金など

4億3,226万3千円
後期高齢者医療広域連合への保険料納付金
など

継続 市内４か所の診療所の運営
6,983万4千円

継続 総合検診や人間ドックへの助
成

1,220万円

新規 特定健診や保健指導の実施
2,388万円

メタボリックシンドロームを対象にした事
業で､ 40歳から74歳の保険加入者を対象に
して健診､ 保健指導などの実施

社会全体で支える
福祉の充実
継続 障害者の自立への訓練や支援

5億4,179万1千円
障害者の自立を支援するため､ 施設での訓練など
の実施｡

新規 障害者福祉相談員の設置や障
害者福祉計画の策定

393万6千円
障害者福祉相談員の新設｡ 平成21～23年度
までの障害者計画・第２期障害福祉計画の
策定

継続 在宅福祉事業
6,617万1千円

地域生活支援サービス､ いきがい対策事業
の実施

新規 高齢者福祉計画・介護保険事
業計画の策定

258万2千円
平成21～23年度までの高齢者福祉計画・第
4期介護保険事業計画の策定

新規 向原総合福祉センターかがや
きの浴室改修

650万円
向原総合福祉センターかがやきの浴室改修

重点 地域で支える介護保険の取り
組み

1億2,758万4千円
介護予防・包括的支援・任意事業の実施

新規 在宅で介護する家族のリフレッ
シュのために

200万円
在宅で介護する家族のリフレッシュ事業

重点 介護予防に向けて
1,806万5千円

要支援１・２の被保険者のケアマネジメン
トの実施

重点 子育て支援センターの運営
2,441万8千円

家庭児童相談員や母子自立支援員による子
育て総合相談､ ファミリーサポート事業の
実施

新規 次世代育成支援行動計画策定
調査事業

175万円
次世代育成支援事業の見直しをするための
アンケート調査や計画策定委員会の設置

継続 みつや保育所の運営
6,457万5千円

３歳未満児を対象とした保育所の運営委託

継続 生活を保護するために
3億7,624万4千円

生活扶助､ 住宅扶助などの各扶助事業

重点 子育て支援施設の運営
5,551万4千円

放課後児童クラブ9施設と児童館3施設の運
営

新規 新規放課後児童クラブ開設
671万円

新規放課後児童クラブの開設｡ 施設改修や
施設運営費

継続 児童手当や児童扶養手当の支
給

3億1,293万3千円

継続 障害者手当の支給
2,075万円

環境との共生
継続 循環型社会の形成に向けて

1,459万1千円
循環型社会の形成に向けた取り組みに係る
経費
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体育館に響く楽しそうな笑い声
安芸高田市障害者ふれあいスポーツ交流会
６月８日 (日)､ 吉田運動公園体育館で安芸高田市障害者

ふれあいスポーツ交流会が開催されました｡ 今年で５回目を
迎えるこの交流会には､ 約270人の参加者が集まりました｡
参加者は､ ボール運びや玉入れ､ パン食い競争など全６種目
を一生懸命に行っていました｡ 交流会の最後は､ 向原フラダ
ンス教室の方々の指導のもと ｢フラダンス｣ を全員で踊りま
した｡

ブラジルで神楽を大成功させたい
ブラジルへの神楽派遣団が市長を表敬訪問
ブラジルで開催される ｢ブラジル日本移民百周年記念行事｣
に､ 複数の神楽団で構成された ｢安芸高田神楽協議会｣ が派
遣され神楽を披露されます｡ それに伴い､ ６月３日 (火)､

協議会を代表して､ 横田神楽団の久保
く ぼ

良雄
よし お

さんと上河内神楽

団の石川
いしかわ

正義
まさよし

さんが浜田市長を表敬訪問されました｡ お二人
は ｢神楽に好感をもっていただき大成功させたいと思います｣
と話され､ 浜田市長は ｢このたびはおめでとうございます｡
神楽は安芸高田市の大事な文化です｡ 団員の皆さんにもよろ
しくお伝えください｣ と激励しました｡
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わたしたちは美土里町のファンです
グリーン倶楽部が神楽門前湯治村に芝桜を植樹
神楽門前湯治村の開業に関わった業者のスタッフと､ その
家族で結成されている ｢グリーン倶楽部｣ は､ 美土里町のファ
ンとしてボランティア活動をされている団体です｡ その皆さ
んが､ ６月７日 (土) に､ 湯治村に集まり駐車場ののり面に
芝桜の苗を植えられました｡ 今年で12回目となるこの活動に
よって､ 湯治村には多くの花木が植えられています｡ 今回の
活動には約300人が参加｡ 参加者たちは急な傾斜に気をつけ
ながら丁寧に植えられていました｡

多くの観客でにぎわった
第22回大土山田楽大花田植え
６月１日 (日)､ 甲田町小原地域で､ 伝統の第22回大土山

田楽大花田植えが開催されました｡ ＪＲ吉田口駅前の小原多
目的広場では､ 地元の団体による各種バザーが行われ､ 花田
植えを盛り上げていました｡ 広場のすぐ横の水田では､ 開会
前から多数のカメラ三脚が並び､ 開会と同時に市内外から訪
れたカメラマンが一斉にシャッターを切っていました｡ 昨年
度の圃場整備により､ 水田周辺の水路や作業道は景観に配慮
されたものに整備され､ 大土山田楽団の ｢田園絵巻｣ と一体
となり､ 集まった観客を楽しませていました｡

来られる人によろこんでもらいたい
吉田町ボランティアセンタークリーン作戦
５月25日 (日) 吉田町の大通院谷周辺を､ 吉田町ボランティ
アセンターの皆さんが草取りや草刈などの清掃活動を行われ
ました｡ 皆さんは､ ５年前から吉田町の各公共施設をボラン
ティアで清掃されています｡ この大通院谷は県の事業でつく
られたもので､ 有事の時には土砂を止め､ 普段は公園として
利用できるよう整備されています｡ 約30人もの参加者の皆さ
んは､ 蒸し暑い中､ 約２時間汗を流されました｡

出発前に練習の成果を披露
ブラジル日本移民百周年記念事業特別公演
ブラジル日本移民百周年記念行事で神楽を披露される ｢安芸高田神楽協議会｣ が､ こ
れまで練習されてきた成果を発表するために､ ６月８日 (日) クリスタルアージョで特

別公演を行いました｡ 協議会の久保
く ぼ

良雄
よし お

代表は ｢それぞれの神楽団の特色を活かした舞
の構成にするため､ 練習を重ねてきました｡ 現地では精一杯頑張ってきます｣ と挨拶｡
｢紅葉狩｣ ｢滝夜叉姫｣ ｢八岐大蛇｣ の３演目を演じられ､ ８体の大蛇が登場し迫力ある
舞を披露した ｢八岐大蛇｣ では､ 約650人の観客から､ その日一番の大きな歓声が上がっ
ていました｡

12

丈夫な歯は毎日のケアから
第５回安芸高田市歯科保健大会
６月１日 (日)､ 八千代町フォルテで第５回安芸高田市歯

科保健大会が開催されました｡ 80歳以上で自分の歯が20本あ
る方を表彰する ｢8020表彰｣ や､ 幼児とその保護者を表彰す
る ｢はつらつ家族表彰｣ が行われました｡ また､ 日本赤十字
広島看護大学教授の迫田綾子先生の講演や､ フッ素塗布､ 歯
を丈夫にする食生活コーナーの展示と試食､ 歯科保健相談と
健診が行われ､ 参加者の皆さんは熱心に話を聞いたり､ 展示
をみたりしていました｡



救
急
救
命
士
誕
生

平
成
19
年
９
月
か
ら
広
島
市
の
救
急

救
命
士
養
成
所
へ
約
半
年
入
所
し
、
平

成
20
年
３
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。
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。
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習
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取
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(
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。
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・
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。
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。
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。
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。
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。
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落
ち
た
と
き
は

・
服
を
着
た
ま
ま
水
に
落
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。
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。
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よ
う
な
ら

流
れ
に
逆
ら
わ
ず

に
岸
に
向
か
う
。

・
溺
れ
て
い
る
人
を

発
見
し
た
ら
、
大

声
で
助
け
を
呼
び
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
浮
力
の
あ
る
も

の
を
投
げ
入
れ
る
。

消
火
協
力
者
表
彰

安
芸
高
田
消
防
署
は
５
月
17
日
に
、

住
宅
火
災
を
発
見
・
消
火
し
た
島
根
県

邑
南
町
の
竹
田
康
彦
さ
ん
に
感
謝
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

竹
田
さ
ん
は
５
月
２
日
、
市
内
を
車

で
走
行
中
、
民
家
の
窓
ガ
ラ
ス
越
し
に

室
内
が
燃
え
て
い
る
の
を
発
見
し
、
近

く
に
い
た
家
主
に
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、

洗
面
器
で
水
を
か
け
て
消
火
し
、
天
井

な
ど
の
一
部
を
焼
失
し
た
の
み
で
食
い

止
め
ら
れ
ま
し
た
。

救
助
工
作
車
紹
介

最
終
回

〜
レ
ス
キ
ュ
ー
カ
ッ
タ
ー
、

カ
ッ
タ
ー
エ
ッ
ジ
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
〜

レ
ス
キ
ュ
ー
カ
ッ
タ
ー

(

写
真
上)

は
、
エ
ン
ジ
ン
の
動
力
を
利
用
し
、
先

端
に
つ
い
た
デ
ィ
ス
ク
を
回
転
さ
せ
て

金
属
な
ど
を
切
断
す
る
も
の
で
す
。
交

通
事
故
で
車
両
内
に
挟
ま
れ
た
場
合
、

ド
ア
や
金
属
を
切
断
し
て
救
出
し
た
り
、

建
物
火
災
で
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
鉄
製

の
扉
や
店
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
建

物
の
中
に
入
っ
た
り
す
る
時
な
ど
に
使

用
し
ま
す
。

カ
ッ
タ
ー
エ
ッ
ジ
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

(

写
真
下)

は
、
救
助
専
用
の
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
で
、
倒
壊
家
屋
な
ど
に
含
ま
れ

る
釘
な
ど
の
金
属
を
木
材
と
と
も
に
切

断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
他
に
、

車
の
ボ
デ
ィ
や
軽
量
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も

切
断
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
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５月

火 災

救 急

救 助

そ の 他

4件

105件

2件

3件

(17件)

(520件)

(11件)

(10件)

�� �
下津江 救急救命士

����
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●広報あきたかたへの情報提供をお願いします
広報あきたかたでは､ がんばっている人､ グループ､ 全国大会へ出場する人の情報をお待ちしています｡
(紙面スペースなどにより掲載できない場合もありますので､ その際にはご了承ください｡)
あて先は､ 〒731-0592 安芸高田市吉田町吉田791番地 安芸高田市総務企画部政策企画課 ｢広報あきたかた｣ 担当係 ℡42-5612 FAX42-4376

�����
■旭日単光章�井いま い

博生
ひろいき

さん (高宮町)
元 高宮町議会議員

昭和44年から３期12年にわたり在職され､ 昭和52年からの１期４年間は議会建設常任委員会委員
長を務められました｡ 高宮町の産業振興､ 生活文化の向上､ 教育の充実などに取り組み､ 高宮町
発展の基礎を築かれました｡

傳道
でんどう

秀樹
ひで き

さん (八千代町)

写真に興味があったものの､ なかなか仕事などの関係で本格的にで
きないでいた傳道さん｡ しかし､ ４年前に一眼レフカメラを購入した
ことから､ もっと写真を深めたいと思われるようになりました｡ そん
な時､ ｢四季の里｣ の入館作家である写真家の藤恵乾吾先生の指導が
受けられる写真教室 ｢写友会｣ のことを知り､ すぐに入会｡ 月に２回､
市内の会員の皆さんと一緒に撮影方法などを学んでこられました｡ い
ろいろなところに撮影に行きましたが､ 一番のお気に入りの場所は土
師ダム｡ ｢光や天候によってさまざまな表情があり､ 本当に何度行っ
ても楽しめるんです｣ と､ 土師ダムの魅力を話されます｡
そして､ 去年の夏､ 県美展に始めて応募され､ 見事入選｡ ｢とても

うれしかったです｡ 自信もつきました｣ と喜ばれていました｡ また､
今年は､ 全国から写真が応募される ｢第82回国展｣ に応募され､ そこ
でも見事入選された傳道さん｡ ｢写真を撮り始めて､ ものの見方が変
わっていきました｡ 昔は雨の日が嫌いだったのですが､ 今では､ 雨の
日ならではの写真が撮れるかもと､ 雨も好きになりました｡｣ と傳道
さん｡ 次の目標は､ 国展で賞を取ることと､ 目を輝かせながら話され
ていました｡

����������������
ふぁみりーねこの手の皆さん (高宮町)
(左から) 岸岡

きしおか

ハツ子
は つ こ

さん､ 池本
いけもと

百合子
ゆ り こ

さん､ 今田
いま だ

貞子
さだ こ

さん､

平田
ひら た

とみ子
こ

さん

(後 ろ) 熊高
くまたか

順子
より こ

さん

ふぁみりーねこの手は､ ラベンダーを使った商品を作られて
いるグループです｡ メンバー５人のうち４人は80歳以上の元気
なおばあちゃん｡ 今から約10年前に､ 川根の川辺にラベンダー
が植えられ､ せっかくだから何か作ってみようと始まったもの
です｡ 農繁期と冬の時期を除いた､ 月曜から金曜日の朝９時か
ら夕方４時まで､ お手玉や､ 手まりなどを作られています｡ 材
料となる布は､ 地域の人がゆずってくれる着物などを活かされ
ています｡ また､ ラベンダーのすべてを使わないともったいな
いと､ 茎も商品化されています｡
｢いろいろな話をしながらの作業は本当に楽しいです｡ そし

て､ 商品が出来上がる喜びもあります｡ 生きがいになっていま
す｣ と､ おばあちゃんたちは笑顔で話されます｡ できあがった
商品の販売場所は､ 作業場､ たかみや湯の森､ 神楽門前湯治村などです｡ また､ 電話注文も受け付けています｡
｢おこづかいが稼げるということは､ たとえ少しの額だとしてもうれしいものです｣ と皆さん｡ これからも元気に
やっていきたいと､ 力強く話されていました｡

�����������������
ラベンダーのいい香りがする商
品の数々｡ イベントなどで商品
を売っていると､ おばあちゃん
の話がおもしろいからと買って
いかれる方も｡

みんなでわいわいと話しながら
の作業｡ できあがったお手玉は､
色合いを考えながら袋詰めをさ
れる｡

第82回国展に応募され入選された作品｡ ｢普通に撮っては
面白くありません｡ 見た人に 『これはどこだろう』 と思わ
せるものを撮りたいです｣ と傳道さん｡
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月日・受付期間 会 場 相談内容 お 知 ら せ
７月１日(火)
10:00～11:30

(高宮)
基幹集落センター

●育児相談
●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

対象：４か月児相
談は平成20年３
月生まれ｡
２歳６か月児相
談は平成18年１
月生まれ｡
※内容：身体測定・
食生活・歯・育
児全般における
相談
※現在使用してい
る歯ブラシをご
持参ください｡

７月22日(火)
10:00～11:30

(甲田)
ふれあいセンターこうだ

７月23日(水)
10:00～11:30

(美土里)
山村開発センター

７月28日(月)
10:00～11:30

(向原)
保健センター

７月31日(木)
10:00～11:30

(八千代)
保健センター

７月14日(月)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
中央保健センター

●育児相談

７月25日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
中央保健センター

●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

※育児相談はどこの会場を利用されても結構です｡ お気軽に
ご参加ください｡
※４か月児相談､ ２歳６か月児相談の対象児には個人通知し
ます｡

夏かぜ

多くのかぜのウイルスは､ 寒くて乾燥した環境を好み､

冬にかぜやインフルエンザが大流行しますが､ 中には暑

くて湿度の高い夏の環境を好むウイルスもいます｡ エン

テロウイルスやアデノウイルスがその代表です｡

■症状
エンテロウイルスによるかぜの症状は､ 腹痛､ 下痢､

発熱､ のどの痛みです｡ 手足口病もこのウイルスの感染

から起こります｡ 症状としては､ 発熱とともに口内炎や

手のひら､ 足の裏､ おしりなどに小さな水ぶくれができ

ます｡

アデノウイルスによる症状は､ 咳､ 発熱､ のどの痛み

です｡ プール熱を引き起こすのはこのウイルスで､ 高熱

やのどの痛み､ 結膜炎が主な症状です｡

■対処法
夏かぜをひいた時の対処法は､ 免疫力が高まるよう身

体を休めることが第一です｡ 下痢や腹痛などの胃腸障害

を伴うことが多く､ 食欲も落ちますが､ おかゆやうどん

などの炭水化物やとうふや白身魚などの良質のたんぱく

質を中心に､ 消化の良い食事を少しずつでも摂るように

しましよう｡ そして､ 脱水症状を起こさないように､ 水

分補給も忘れずにしましょう｡

結膜炎になったら家族への感染を防ぐために､ タオル

などを共用しないようにしましょう｡

■予防
・手洗いを習慣に

・クーラーによる冷えに注意

・流行時は人混みを避ける

・栄養バランスのとれた食事を

普段からビタミンを積極的に摂って､ 栄養バランスの

とれた食事を心がけることは､ 体調を整え､ 免疫力の低

下を予防する効果があります｡ インスタント食品や加工

食品に偏った食事は避けてください｡

とくに暑さによって食欲がなくなり､ 発汗によって体

力を消耗しがちな夏は､ 高カロリー､ 高たんぱく､ 低脂

肪の食事を摂るようにしましょう｡ １日３食､ 規則正し

い食事を摂ることも大切です｡

月日・時間 対象 会場 申込期間 内容など

のびのび教室
～親子クッキ
ング教室～
７月２日(水)
10:00～13:00

１歳７か
月児から

(吉田)
中央保健
センター

６月25日～

７月１日

★親子で一緒にクッ
キングにチャレン
ジしてみよう！
★定員：15組
★持参物：エプロン
(親子とも必要で
す｡)

すくすく教室
～すくすく
離乳食～

７月30日(水)
10:00～11:30

生後
５か月児～

１歳
６か月児

(吉田)
中央保健
センター

７月23日
～

７月29日

★お口の発達にあっ
た食事をしよう！
(デモストレーショ
ンと試食など)
★定員：15組
★持参物：普段使用
している歯ブラシ
(９か月～)

【子育て相談会】 ※個別相談で､ 予約が必要です

月日･受付時間 会 場 相 談 員 お 知 ら せ
７月14日(月)
10:30～15:00

(吉田)
中央保健センター

児童福祉司
心理判定員

要予約 (予約先：
保健医療課)

７月16日(水)
10:30～15:00

(向原)
保健センター

心理判定員
(子育て相談員)

要予約 (予約先：
保健医療課)

【乳幼児健康教室】

※心の発達や言葉について相談に応じます｡

※参加希望の方は､ 保健医療課 (℡42－5619) へお申込くだ
さい｡

げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー｡
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します｡
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図書館でのおはなし会

●田園パラッツォ図書館 [おはなしタイム]
７月12日 (土) 10：30～ 田園パラッツォ

●安芸高田市立中央図書館 [おはなし会]
７月17日 (木) 10：30～
対象：０歳から３歳くらいまで
クリスタルアージョ２階 研修室203

●八千代図書館 [おはなし会]
７月19日 (土) 11：15～ 八千代人権福祉センター

●甲田図書館 [かみしばい会]
７月19日 (土) 10：30～ ミューズ

絵本作家・さこももみ (佐古百美) おはなし会
■と き ７月26日 (土)
■ところ (午前)：クリスタルアージョ 小ホール

(午後)：ミューズ
詳しくは､ 中央図書館 (TEL４２－２４２１)
までお問いあわせください｡

子育て支援センター
クリスタルアージョ1階の子
育て支援センター内にあるプ
レイルームは､ 子育て中の親
子が集い交流し合える場所で
す｡ ３歳までのお子様向けの
オモチャを置いていますので
保護者の方と一緒にお気軽に
ご利用下さい｡ 子どもたちと

遊びながら､ おしゃべりをして､ ホッと一息しませんか｡
■利用時間 月曜～金曜日 ８：30～17：30
《第２・４木曜日には､ 交流会をします》

■お問い合わせ 子育て支援センター (℡47-1283)

【子育て相談】
子育て支援センターでは家庭児童相談員・母子自立支援
員・保健師・保育士が子育てに関する悩みなど相談に応じ
ています｡ お子様と一緒にお気軽においでください｡
＜電話での相談も受け付けています｡ ＞
■受付時間 月曜～金曜日 ８：30～17：30 ℡47-1283

と き と こ ろ 内 容

７月10日 (木)
10：00～11：00

クリスタルアージョ
４階 小ホール

親子体操
指導員 岩崎律子さん
(安芸高田市地域振興
事業団レクリエイショ
ンインストラクター)
・運動のできる服装で
来てください
・持参物：お茶､ タオ
ル､ 着替え
※０～３歳児対象

７月24日 (木)
10：00～11：00

子育て支援センター
プレイルーム

一緒に遊ぼう
※２～３歳児対象

園庭開放・体験入園日程
子どもたちは友だちと遊んだり､ お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます｡ そのかたわらで､ お母さんたちは育
児の悩みなど情報交換もできます｡
■持って来る物 お茶・タオル・着替え

日 時 保育所(園)名 内 容
７月１日 (火)
9:00～11:00

かわね保育園
℡58－0259 園 庭 開 放

７月２日 (水)
9:00～11:00

ふなさ保育園
℡57－0007 園 庭 開 放

７月２日 (水)
10:00～12:00

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 開 放

７月３日 (木)
9:30～11:30

向原こばと園
℡46－2018

園 庭 開 放
(水遊び､ 育児相談)

７月４日 (金)
10:00～11:30

吉田幼稚園
℡42－2788

園 庭 開 放
(お楽しみ会､ 七夕づくり)

７月４日 (金)
10:30～12:00

ひの川幼稚園
℡52－2203

園 庭 開 放
(なかよし広場)

７月７日 (月)
10:00～12:00

吉田保育所
℡42－0662

園 庭 開 放
( 七 夕 会 )

７月８日 (火)
9:00～11:00

くるはら保育園
℡57－1633 園 庭 開 放

７月８日 (火)
10:00～11:30

甲立保育所
℡45－2199 園 庭 開 放

７月10日 (木)
10:00～11:30

小田東保育所
℡45－2118 園 庭 開 放

７月10日 (木)
10:00～11:30

ひまわり保育所
℡55－0880

園 庭 開 放
( 水 あそび )

７月11日 (金)
10:00～11:30

吉田幼稚園
℡42－2788 園 庭 開 放

７月15日 (火)
10:00～11:30

小原保育所
℡45－2653

園 庭 開 放
( 水 あそび )

７月16日 (水)
10:00～12:00

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 開 放

７月17日 (木)
9:30～11:30

向原こばと園
℡46－2018

園 庭 開 放
(水遊び､ 育児相談)

７月17日 (木)
10:00～11:30

みどりの森保育所
℡54－0880

園 庭 開 放
( 水 あそび )

７月18日 (金)
10:30～12:00

ひの川幼稚園
℡52－2203

園 庭 開 放
(なかよし広場)

７月23日 (水)
10:00～12:00

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 開 放

７月30日 (水)
9:30～11:30

入江保育園
℡43－1011 園 庭 開 放

７月31日 (木)
10:00～11:30

みつや保育所
℡42－1328 体 験 入 園

＊下記の保育所 (園) は､ 随時､ 園庭開放を行っていますが､
行事の都合などがありますので､ 各保育所 (園) にお問い
合わせ下さい｡
・刈田保育園 (℡52-2099) ・八千代南保育園 (℡52-3048)
・可愛保育園 (℡43-1776)

月日･受付時間 対 象 会 場

７月10日(木)
13:00～13:15

３歳児健康診査
・H17年１月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

７月17日(木)
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
・H18年12月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

７月24日(木)
13:00～13:15

乳児健診
・H19年９月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

※健診内容は､ 診察､ 身体計測､ 食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談｡
※対象児には個人通知します｡
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�����������
健康あれこれ 保健医療課 ℡４２－５６１９

今年度から ｢特定健康診査・特定保健指導｣ が始まりました｡ 特定健診では､ メタ
ボリックシンドロームの"芽"を発見し､ 特定保健指導で生活習慣の改善をはかります｡
特定健診の受診後､ 健診結果に応じた特定保健指導を行います｡ 指導の対象になられ
た方には､ 後日ご案内します｡ 積極的に参加され､ 生活習慣病を予防しましょう｡

■保健指導を必要とする人
保健指導が必要な人は､ ステップ１の内容に当てはまる人です｡
ステップ１に該当された方は､ ステップ２で自分に当てはまる項目がいくつあるか
数えてください｡

�������� 安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課 栄養士

早寝・早起き・朝ごはん
朝は､ スッキリ起きて朝ごはんを食べたいですね｡ 夕食
が遅かったり寝る前に何か食べたりすると胃腸が休まりま
せん｡ 寝る２時間前は､ お茶などを飲む程度にして睡眠中
は胃腸を休ませましょう｡ 朝は､ 起きたらカーテンを開け
て日の光をあび､ 軽い体操をして体を起こしましょう｡ 早
寝・早起きをして朝ごはんを食べるリズムを作りたいです
ね｡
今回は､ 安芸高田市食生活改善推進協議会美土里支部が
手軽にできる朝食を紹介します｡
鮭の身の赤い色はアスタキサンチンと呼ばれるもので､
老化やがんの引き金となる活性酸素から体を守り､ 血液を
サラサラにして動脈硬化を抑制してくれます｡ ぜひ作って
みてください｡

｢家族みんなで楽・らく食育｣ 参照
食生活に関するご相談は､ お気軽に保健医療課栄養士に
お問い合わせください｡ (℡ ４２－５６１９)

鮭のムニエル

[材料] (４人分)

生鮭４切れ､ 小麦粉適宜､ サラダ油大さじ２､ バター

大さじ２､ 塩少々､ こしょう少々

[作り方]

①鮭はさっと水洗いし､ 十分に水気をふく｡ 塩・こ

しょうをして少し置き小麦粉をまぶす｡

②フライパンに､ サラダ油・バターを熱し①を焼く｡

※付け合せに季節の野菜を添えましょう｡

断酒会

広島断酒ふたば会 中田克宣
℡(０８２)８１４－１８７４
■と き ７月11日(金)・

21日(月)
例会 19:00～21:00

■ところ 吉田人権会館
※詳しい内容は､ お問
い合わせください｡

HIV抗体検査

■とき ７月28日(月)
９:00～11:00

■問合せと申込先：

広島県芸北地域保健所� (082) 814-3181

【ステップ１】
内臓脂肪の蓄積状態を確認し
ます｡
①腹囲が男性85㎝以上､ 女性
90㎝以上の人
②腹囲が男性85㎝未満､ 女性
90㎝未満でも､ ＢＭＩが25
以上の人

【ステップ２】
当てはまる項目がいくつある
か数えます｡
①高血糖 ②脂質異常
③高血圧 ④喫煙歴あり

上記の結果から ｢保健指導の
ランク｣ が判定します｡
※服薬中の人や年齢により内
容が異なることがあります｡

●ステップ１が
①の人で

ステップ２が２つ以上

ステップ２が１つ

●ステップ１が
②の人で

ステップ２が３つ以上

ステップ２が１～２つ

●ステップ１が
①または②の人で

ステップ２が０の人

積極的支援
内臓脂肪減量のため
の目標と計画を立て､
生活習慣の改善を一
定期間､ 継続的に支
援します｡

動機付け支援
健診結果から現在の生
活習慣を振り返り､ 生
活習慣改善のための計
画を立て､ 実行するた
めの支援をします｡

情報提供
より健康的な毎日を過
ごせるよう､ 生活習慣
の見直しや改善に必要
な情報を提供します｡

特定健診を受けて特定保健指導を受けよう

保健指導のランク
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健
康
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か
た
21｣

の
推
進
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
る

｢

食
生
活｣

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

世
代
間
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
食
生
活
の
大
切
さ
を
伝
え

て
い
こ
う
！

で
す
。

｢

食
べ
る
こ
と｣

は
、
生
活
し
て
い
く
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

大
切
な
も
の
で
す
。
空
腹
を
満
た
す
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
健
康
で
生
活
し

て
い
く
た
め
に

｢

食｣

の
大
切
さ
に
関
心
を
持
っ
て
生
活
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
世
代
間
の
交
流
を
大
切
に
し
な
が
ら
地
域
で
伝
わ
る
伝
統
食
を
伝
え
て

い
く
こ
と
や
、
地
域
の
農
産
物
や
旬
の
野
菜
を
食
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
充
実
し
た
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

よ
り
健
康
で
充
実
し
た
食
生
活
を
送
る
た
め
に
、『

食
生
活
に
関
心
を
持

と
う』

『

食
の
大
切
さ
を
知
ろ
う』

、『

朝
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う』

、『

地
域
の

旬
の
野
菜
を
食
べ
よ
う』

、『

日
本
型
食
生
活
を
見
直
そ
う』

を
推
進
し
て
い

ま
す
。

今
年
度
は
、『

朝
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う』

に
重
点
を
お
い
て
、
次
の
よ
う

な
こ
と
を
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

■
声
か
け
運
動
を
地
域
で
広
め
る

｢

朝
ご
は
ん
食
べ
た
？｣

を
あ
い
さ
つ
に

し
よ
う
。

■
親
子
で
実
習
を
通
し
た
食
体
験
な
ど
で
、
朝
ご
は
ん
の
役
割
、
内
容

(

バ

ラ
ン
ス
な
ど)

を
学
ぶ
。

■
食
生
活
改
善
推
進
員
な
ど
に
よ
り
、
地
域
で
実
習
を
通
し
た
食
体
験
な
ど

で
、
朝
ご
は
ん
の
役
割
、
内
容

(

バ
ラ
ン
ス
な
ど)

を
学
ぶ
。

ま
た
、
左
記
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
毎
月

｢

食
の
さ
ん

ぽ
道｣

と
題
し
て
、
今
年
度
は

｢

朝
ご
は
ん
を
食
べ

よ
う
！｣

を
重
点
的
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
朝
ご
は

ん
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
、
朝
ご
は
ん
の
役
割
と
は
、

朝
食
レ
シ
ピ
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
日
々

の
生
活
に
取
り
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

健
康
な
日
々
を
送
る
た
め
に

｢

食｣

に
関
心
を
持

ち
生
活
し
ま
し
ょ
う
。

�����������｢

み
ん
な
が
い
き
い
き
笑
顔
で
助
け
合
え
る
ま
ち｣
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推
進
中
！

後
期
高
齢
者
支
援
金
が

創
設
さ
れ
ま
し
た

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設

に
伴
い
、
今
ま
で
国
民
健
康
保
険

税

(

保
険
税)

の
税
率

(

医
療
給

付
費
分)

を
計
算
す
る
中
に
含
ま

れ
て
い
た
、
老
人
保
健
拠
出
金
が

な
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
保
険

税
の
中
に
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

を
創
設
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
保

険
税
は
医
療
給
付
費
分
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
、
介
護
納
付
金
分

の
合
算
額
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
が

軽
減
さ
れ
ま
す

75
歳
以
上
の
方
が
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
行
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担

が
急
激
に
増
え
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
次
の
よ
う
な
軽
減
制
度
が

あ
り
ま
す
。

■
所
得
が
低
い
方
の
保
険
税
の
軽

減
が
引
き
続
き
受
け
ら
れ
ま
す

保
険
税
の
軽
減
を
受
け
て
い
る

世
帯
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
世
帯

の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
数

が
減
少
し
て
も
、
世
帯
構
成
や
収

入
が
変
ら
な
け
れ
ば
、
５
年
間
は

今
ま
で
と
同
じ
軽
減
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。(

移
行
し
た
被

保
険
者
を
含
め
て
減
額
の
判
定
を

行
い
ま
す)

■
世
帯
ご
と
に
ご
負
担
い
た
だ
く

保
険
税

(

平
等
割)

が
半
額
に

国
民
健
康
保
険
の
世
帯
で
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
す
る

こ
と
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
が
１
人
と
な
る
場
合
に

は
、
５
年
間
、
世
帯
ご
と
に
ご
負

担
い
た
だ
く
平
等
割
が
半
額
に
な

り
ま
す
。

■
社
会
保
険
な
ど
の
扶
養
者
で
あ
っ

た
方
は
申
請
に
よ
り
減
免
が
受

け
ら
れ
ま
す

社
会
保
険
な
ど
の
被
保
険
者
本

人
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
行
し
た
結
果
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
る
65
歳
以

上
の
被
扶
養
者

(

旧
被
扶
養
者)

は
、
２
年
間
に
限
り
、
次
の
減
免

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
所
得
割
・
資
産
割
が
賦
課
さ
れ

ま
せ
ん
。

②
均
等
割
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

(

た
だ
し
、
７
割
ま
た
は
５
割

軽
減
世
帯
に
該
当
す
る
場
合
は

除
き
ま
す)

③
旧
被
扶
養
者
の
み
の
国
民
健
康

保
険
世
帯
の
場
合
は
、
平
等
割

が
半
額
に
な
り
ま
す
。(

た
だ

し
、
７
割
ま
た
は
５
割
軽
減
世

帯
に
該
当
す
る
場
合
は
除
き
ま

す)

公
的
年
金
等
受
給
者
に
対
す
る

特
別
控
除
額
の
廃
止

平
成
18
年
度
の
公
的
年
金
等
控

除
の
見
直
し
に
伴
い
創
設
さ
れ
ま

し
た
、
昭
和
15
年
１
月
１
日
以
前

生
ま
れ
の
公
的
年
金
受
給
者
に
対

す
る
所
得
割
額
の
算
定
基
礎
お
よ

び
軽
減
判
定
所
得
の
特
別
控
除
の

経
過
措
置
は
、
平
成
20
年
度
か
ら

廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

２
割
軽
減
の
申
請
の

必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た

平
成
19
年
度
ま
で
は
、
２
割
軽

減
に
該
当
す
る
世
帯
に
は
期
限
ま

で
に
申
請
書
を
提
出
い
た
だ
き
、

軽
減
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
20
年
度
か
ら
は
申
請
の
必
要
が

な
く
な
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

税
務
課

℡
４
２－

５
６
１
４

平
成
20
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険

税
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た

����国民健康保険税の仕組み

平成20年度から平成19年度まで

40歳 65歳 75歳 40歳 65歳 75歳

医療
給付
費分

後期高齢者支援金分

後 期
高齢者
医 療
保険料

医療給付費

介護
納付
金分

介 護
納付金

介 護
納付金

創設

老人保健拠出金

医療給付費

廃止
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家
庭
教
育
の
支
援
や
学
校
教
育
の
支

援
を
行
う
た
め
、
市
内
の
３
小
学
校
に

家
庭
教
育
支
援
員
と
学
習
補
助
員
を
各

１
名
配
置
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
試
行
的
に
配
置
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
市
内
を
３
地
域
に
分

割
し
、
そ
の
中
か
ら
学
校
規
模
な
ど
を

考
慮
し
、
可
愛
小
学
校

(

吉
田
・
向
原

地
域)

、
根
野
小
学
校

(

八
千
代
・
美

土
里
地
域)

、
小
田
東
小
学
校(

甲
田
・

高
宮
地
域)

に
配
置
し
ま
す
。

家
庭
教
育
支
援
員
は
、
保
護
者
や
児

童
の
相
談
業
務
、
教
職
員
へ
の
情
報
提

供
、
ま
た
、
福
祉
事
務
所
な
ど
の
福
祉

機
関
と
の
連
携
に
よ
る
支
援
を
行
い
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
国
の

｢

ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
活
用
事
業｣

を

活
用
す
る
も
の
で
、
支
援
員
に
は
社
会

福
祉
な
ど
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を

有
す
る
社
会
福
祉
士
や
、
教
育
に
関
す

る
見
識
を
有
す
る
退
職
校
長
を
充
て
、

７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

学
習
補
助
員
は
、
放
課
後
学
習

(

宿

題)

の
支
援
、
授
業
中
の
学
習
補
助
お

よ
び
、
担
任
の
事
務
補
助
を
行
い
ま
す
。

学
習
の
つ
ま
ず
き
な
ど
が
顕
著
に
表
わ

れ
て
く
る
３
、
４
年
生
を
中
心
に
補
助

し
、
家
庭
学
習
の
定
着
や
学
習
意
欲
の

高
揚
を
図
り
、
小
学
校
段
階
で
の
学
力

の
定
着
を
通
し
て
、
中
学
校
を
含
め
た

市
内
義
務
教
育
段
階
で
の
学
力
向
上
を

目
指
す
も
の
で
す
。

学
習
補
助
員
は
、
原
則
、
教
員
免
許

の
有
無
は
問
わ
ず
、
３
名
を
公
募
し
た

後
、
採
用
し
９
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。今

年
度
は
、
家
庭
教
育
支
援
員
と
学

習
補
助
員
を
同
一
校
へ
配
置
す
る
こ
と

で
成
果
を
見
極
め
、
来
年
度
以
降
、
市

内
の
他
の
小
学
校
へ
も
広
げ
て
い
く
方

針
で
す
。

教
育

家
庭
教
育
支
援
員
と
学
習
補
助
員
を

試
行
的
に
３
小
学
校
に
配
置
し
ま
す

７月13日 (日) 午前８時50分より､ 吉田ヘリポー
トなどで､ 安芸高田市防災訓練が行われます｡
この訓練は､ 一昨年９月に発生した集中豪雨災

害を教訓にして､ 水害発生時における､ 防災意識
の高揚と避難体制の確立を図ることを目的に実施
されます｡
訓練の内容は､ 地元吉田町の四丁目自主防災会

の避難訓練､ 消防団員と自主防災会などからの参
加者による ｢土のう積み工法｣､ ｢簡易水防工法｣
などです｡
市民の皆様の多数の参加をお待ちしています｡

【訓練参加機関】
・安芸高田市
・安芸高田市内各自主防災会
・安芸高田警察署
・安芸高田市消防本部
・安芸高田市消防団

■問い合せ先
総務課危機管理グループ ℡ 42-5611

防災
安芸高田市防災訓練が
開催されます

安芸高田市消防本部訓練塔がこのたび完成しま
した｡ この訓練塔は､ 鉄骨造りの２階建てで､ 市
民の安心・安全を守るため､ あらゆる災害を想定
した訓練が行える施設となっています｡ 多様化､
大規模化する突然の災害に迅速､ 的確に対応し､
職員一人ひとりが知識と救助技術を習得し､ 現場
指揮要領や､ 状況判断能力の向上を図る目的で配
備された施設です｡

消防
安芸高田市消防本部
訓練塔が完成しました
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懇
談
会

支
所
別
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
し
、

｢

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り｣

を
推
進
す
る
た

め
に
支
所
別
懇
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
懇
談
会
で
は
、

今
年
度
の
施
政
方
針
や
主

要
事
業
を
説
明
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を

行
い
ま
す
。

■日程
区分 月日 会場
八
千
代

７月15日(火)
午後７時30分～

フォルテ
２階ホール

美
土
里

７月17日(木)
午後７時30分～

生涯学習センター
まなびホール

高
宮
７月22日(火)
午後７時30分～

田園パラッツオ
文化ホール

甲
田
７月24日(木)
午後７時30分～

甲田公民館
２階ホール

吉
田
７月25日(金)
午後７時30分～

クリスタルアージョ
２階ホール

向
原
７月29日(火)
午後７時30分～

向原公民館
３階講堂

※時間はおおむね１時間30分を予定｡

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
水
害
や
土
砂
災

害
に
備
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、

市
内
を
お
お
む
ね
振
興
会
単
位
に
23
分

割
し
た

｢

洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ｣

を
作
成
し
、
各
戸
に
配
布
し

ま
し
た
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ(

災
害
予
測
地
図)

と
は
、
洪
水
な
ど
の
水
害
や
土
砂
災
害

時
に
、
避
難
す
る
場
所
や
注
意
す
べ
き

箇
所
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
自
宅
の

最
寄
り
の
避
難
場
所
は
ど
こ
な
の
か
、

災
害
時
に
危
険
と
な
る
場
所
は
ど
こ
な

の
か
を
確
認
で
き
ま
す
。

災
害
は
何
時
発
生
す
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
い
ざ
と
い
う

時
に
、
落
ち
着
い
て

行
動
で
き
る
よ
う
に
、

こ
の
マ
ッ
プ
を
使
っ

て
家
族
や
地
域
で
話

し
合
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

■
マ
ッ
プ
の
主
な
内
容

【
表
面
】

・
避
難
場
所
一
覧
表

・
江
の
川
お
よ
び
三
篠
川
の
浸
水
想
定

区
域

(

該
当
地
区
の
み)

・
土
砂
災
害
の
危
険
箇
所

・
災
害
時
要
援
護
者
関
連
施
設
一
覧
表

・
雨
量
・
水
位
観
測
所
一
覧
表

【
裏
面
】

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
携
帯
電
話
に
よ
る

防
災
情
報

・
避
難
の
心
得
と
避
難
情
報

・
非
常
持
出
品
リ
ス
ト

・
自
主
防
災
組
織
づ
く
り

防
災

｢

安
芸
高
田
市
洪
水
・
土
砂
災
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ｣

が
完
成
し
ま
し
た

広告
広告掲載事業を始めます

市民サービスの向上のための新たな財源を確保
するとともに､ 地域経済の活性化を図るため､ 市
の資産を広告掲載媒体として有効活用し､ 民間企
業などの広告を掲載または掲出する広告掲載事業
を始めます｡
現在､ 広告掲載事業への有効活用を具体的に検

討している市の資産は､ 封筒､ 公用車､ 広報紙､
ホームページです｡
それぞれの募集要項などが決まり次第､ 募集を

開始します｡
これらのほかに､ 広告掲載する媒体として活用

したい市の資産がありましたら､ 行政経営課へご
連絡ください｡ 関係課と検討・協議の上､ 実施可
能なものから取り組みを始めます｡

■問い合わせ先
行政経営課 ℡４２‐５６２３
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